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支柱+ビーム取替 L=13.0m
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平面図 S=1:500

落石防護柵基礎 L=3.20m落石防護柵基礎嵩上げ　L=47.0m
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施工延長 L=110.0m

落石防護柵設置 L=105.0m　除石開口部　L=3.0m  端末支柱N=1 中間端末支柱 N=1  中間支柱 N=14

測点は、図上設定(施工を束縛するものではない）

GR基礎 L=33.0mGR設置 L=46.0m

GR(ビームのみ)設置 L=7.0m

GR補強筋 17カ所
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標準断面図
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水抜管 2mに1箇所
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千鳥配置

さし筋D16
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町道　出羽線

町道出羽線改修工事
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ガードレール設置　L=46.0m

タイプ1 L=17.0m

ガードレール基礎　L=33.0m

GR補強筋 17カ所

ガードレール(ビームのみ)設置 L=7.0m

タイプ2 タイプ1

GR設置(旧削孔使用　支柱・ビーム取替)　L=13.0m

掘削後に壁の損傷等を考慮し、擁壁タイプを監督員と協議すること

図　名

図面番号 第　　　　号 図面総数　　　　　　葉

名　　称

施行箇所

工事種別

所属年度 令和　３年度 工事番号

縮

　

尺

製

　

図

設

　

計

路側側展開図 1：100

那賀郡那賀町出羽

町

　

長

副

町

長
那賀町

4３

町道　出羽線

町道出羽線改修工事
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S=1:30擁壁用スト－ンガ－ド ＳＧ－Ｎ２１００＋曲９００－１０

内張支柱(小) 
2-　100×50×5

6-BN M30(W付)

端末支柱 H200×200×8×12

5-コ型ボルト
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網張り平鋼

中間支柱 H200×100×5.5×8

内張支柱(大) 2-　125×65×6

3000

M12 Uボルト

M10 Uボルト

3-BN M24(φ34パイプ付)

山側

ロ－プ間隔保持材
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3×7G/O φ18ロ－プ
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金  網

落石防護柵参考図
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設計条件・・・

＜注記＞　結束については「施工要領」による。

落石対策便覧（平成１２年６月）に基づく。

コ型ボルト

S=1:3

金網
丸棒

（忍部）

網張り平鋼

引付棒

端末支柱

端末支柱（垂直部）

端末支柱（忍部）

金網端部処理図

φ4線の端末は折返し自己首巻2回以上

6×7-φ6ワイヤロ－プの端末は
折返しワイヤクリップ2ケ止め

 ナックル菱形金網の場合

 完全式菱形金網の場合

6×7-φ6ロ－プ

Ａ部詳細図

φ4線

S=1:5


